
ふるさとの駅
各駅停車・大分県歴史散歩

（４）日出・杵築 初版：2007 年 3 月 23 日



●この電子ブック「ふる
さとの駅」＝各駅停車・
大分県歴史散歩は、昭和
58(1983) 年 7 月 20 日か
ら翌年の 1月 28 日まで
の約半年間、115 回にわ
たり大分合同新聞に連載
されたものです。25 年
後の今年、電子ブックと
して復刻しました。
　したがって記事中の
「いま」や「現在」は 25
年前の状況を示してお
り、その後駅名の変更や
路線の廃止などもありま
すが、当時を思い浮かべ
ながらお読みいただきお
楽しみください。

豊後豊岡駅開業：明治
44（1911）年 7月 16日

住宅地の背後にかつての
鹿鳴越峠

▲
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変貌する水陸の要衝⑮　豊後豊岡
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■山と海の間

　古代にノロシが置かれていたという七つ石山

（623 メートル）を中心に、東西に連なる鹿鳴越の

山々は南側に断層崖をかけるが、その麓（ふもと）

はなだらかな斜面を広げて別府湾に落ちる。水は質

もよく量も豊かで、短いながらも三川、友安川、宮

川などの流れがある。

　古くから人が住みつき、亀峰山と呼ばれる古墳な

どもみられる。江戸期には日出藩領、森藩領、幕府

領などに分割され、辻間村、津島村、頭成（かしら

なり）町などの名がみえる。このうち辻間と津島は

もとをただせば同じところ。辻間は鎌倉時代からの

地名だが、この村が森藩領と日出藩領の二つに分け

られたため、混同を避けて日出領が津島という字を

用いたという。この三つが明治になって合併したの

が豊岡村。さらに隣接地との合併で、いまは日出町

の太字となっている。

　

■鹿鳴越、峠の哀歓

　この地はかつて陸と海の交通の要地であった。陸

路は鹿鳴越が豊前街道として開かれ、官道となって

いたからである。峠は七つ石

山をはさんで東と西の二つが

あり、西の峠の近くにはミヤ

マキリシマツツジの咲く経塚

山が知られている。しかし、

重要だったのは東の峠らし

く、戦国時代の二つの城跡が

峠の両側にみられる。

　峠にまつわる話はいろいろあ

るが、有名なのは豊後と薩摩の

争いのとき、島津軍の侵攻にあ

わてふためいた大友義統が府内

を捨てて逃げてきたこと。一時

は峠の城に拠（よ）ったが、そ

れでも安心できなかったのか、さらに宇佐郡の竜王城

まで走っている。西南の役のさいは、中津の増田宋太

郎の一隊が北から峠を越し、府内へ入っている。

　峠は南側が断層崖のため急坂で、北側はなだらか。

頂の近くには石畳の道も残り、茶屋の跡もある。府

内や別府から峠に登ると、頂上で別府湾が見おさめ

となる。旅だつ人は、ここでしばし別れをおしんだ
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ことだろう。帰ってきた人は、ふるさとの海にほっ

としたことだろう。峠の哀歓である。

　しかし、明治期になって新しい国道が日出町の北

の赤松峠に開かれ、さらに日豊本線の開通で利用者

は激減、いまは訪れる人もほとんどない。

　

■にぎわった港町

　海路は頭成港があった。森藩領で、藩主の久留島

氏は山中の森（玖珠町）の本領から日出生、塚原、

十文字原と草原の路をはるばるたどり、飛び領だっ

たこの港町に下り着き、参勤交代の船旅に出た。

　『豊国紀行』は「頭成は船のつくところ。大船も

つなぐ。上に山あり、向いにも山あり、景すこぶる

よし」と伝え、『西遊雑記』は「このあたりの交易

所にして商船の入津と見え、市中五〇〇余軒」と当

時のもようを述べている。明治 30 年ごろの記録で

は、港から積み出される物は米、酒、青莚、製竹、

竹類が多く、移入は呉服、石油、雑穀、塩、砂糖な

ど、主として阪神と取引していた。

　そのにぎわった港も、別府湾の整備が進んだこと

や、日豊本線の敷設で商港としての機能は衰え、い

まは漁港となっている。豊後豊岡駅はこの港の近く

に立地し、開業当時は頭成駅といったが、昭和 15

年に現在の駅名に改称した。

■新しいベッドタウン

　地域の変貌（ぼう）は近年著しい。国道 10 号線

が大きく拡幅されて交通の便がよくなったこと、さ

らに別府のすぐ近くにあることなどから、ベッドタ

ウン化が急速に進んでいるためである。

　町の土地開発公社、あるいは民間業者の手によって、

辻間、日出などの住宅団地が次々と造成された。おか

げで豊かだった水田、畑、あるいは果樹園は次第にせ

ばめられ、かなりの高地まで真新しい家が建つように

なって景観も一変した。南下がりの斜面であるだけに

日当たりは良好だし、なによりも別府湾の眺望がすば

らしい。住宅地としての条件は十分に整っている。

　かつて水陸交通の要衝の地は、新しい交通体系で

機能を失ってしまった。しかし、そのために地域は

全く新しい姿を見せることになった。発展といって

よいかどうかはわからない。だが、これも時代の流

れであろう。

＜メモ＞
周囲にある名所旧跡等の
豊後豊岡駅からのおよそ
の距離

◇八津島神社・津嶋神
楽・辻間楽（宮川にある
鎮守社で、神楽と楽はと
もに県指定の無形民俗文
化財。毎年９月の大祭に
行われる。1.5 キロ）
◇法華寺跡（釈迦堂があ
る。古くは大きな寺だっ
たが、戦火にかかって天
正年間に廃寺と伝える。
木造の釈迦像が残ってい
る。2.5 キロ）



日出駅開業：明治 44
（1911）年 3月 22日

大神駅開業：昭和 27
（1952）年 6月 1日

日本一の大ソテツ（松屋
寺で）

▲
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海に面した城下町⑯　日出・大神
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■海にのぞむ暘谷城

　日出藩木下氏の城下町。日出駅は城下の町筋を避

け、金井田川と塩屋川が海にそそぐ日出港の近くに

置かれた。駅前の道を西に行くと昔の城下に入り、

日出城跡がある。

　木下氏はその姓でもわかるように豊臣秀吉にゆか

りがあるが、関ケ原の戦いでは徳川方に加わり、丹

波福知山城を攻めた。この功で５千石を加増され、

播州姫路城から慶長６（1604）年、日出に入封。翌年、

城を完成した。日出にちなんで暘谷（ようこく）城

ともいい、義兄の細川忠興が縄張りした。

　３万石の小藩だけに、大きな城ではない。しかし

「国はちいそても木下さまは、城の下まで船が着く」

とうたわれたように、別府湾の海際に築かれた石垣

はみごたえがある。ただそれだけに難工事だったの

か、近年、海岸の石垣の下から老武士と思われる人

柱が発見されて話題となった。

　大手は北の真ん中。城中には九つの櫓（やぐら）

があって、堀などの構えもみごとだった。天明３年

（1783 年）にここを通った古河古松軒は「御城小

城ながら四方の堅めは有る所にてあしからず」と評

している。古松軒は幕府の隠

密だったとの説もあり、観察

は的確なようだ。いま、堀の

一部は埋め立てられている。

　

■城下カレイの美味

　現在、本丸跡は日出小学校、

東二の丸跡は日出中学校。小

学校校庭の一角に天守閣跡が

あり、中学校には県指定天然

記念物の大サザンカがある。これが縁で、日出の町

花はサザンカだ。

　西二の丸に回ると致道館がある。安政５（1858）

年に開校、士民ともども入学を許し、廃藩まで続い

た。もと東二の丸にあったものを現在地に移築して

おり、大分県下に残る唯一の藩校建築として県史跡

となっている。付近には武家屋敷の面影を伝える土

塀の家なども多く、静かな住宅街。

　日出名物であり、大分の美味として知られる城下

カレイは、名の通り、日出城の下の海でとれる。本

丸石垣下の海べりに「海中に真清水湧きて魚育つ」



＜メモ＞
周囲にある名所旧跡等の
日出・大神駅からのおよ
その距離

◇日出城跡（日出駅から
1キロ）
◇松屋寺（同 2キロ）
◇早水台遺跡（旧石器時
代から縄文時代にかけて
の遺跡として全国的に知
られる。後期旧石器のほ
か、前期とみられる石器
も出土して話題となる。
同 2.5 キロ）
◇糸ケ浜海水浴場（別府
湾に面する遠浅の浜。大
神駅から 4キロ）
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という高浜虚子の句碑があるように、城下の海底に

清水が沸き出しており、ここで育つという。江戸の

将軍への献上品の一つとされ、昔は庶民の口に入ら

なかったものである。

　

■日本一の大ソテツ

　日出町で見逃せないのは松屋寺（しょうおくじ）で

ある。木下氏の菩提寺で、寺の裏手に墓地がある。初

代藩主はじめ歴代、さらに朝日の局などの大きな五輪

塔墓が並んでいるほか、寺宝にも木下氏にゆかりのも

のが多く、県指定文化財の涅槃図など三点も含まれる。

　だが、なんといっても有名なのは日本一の大きな

ソテツ。高さ 4.5 メートル、株元の周囲 5.2 メート

ルの巨樹が、本堂の前にわだかまる。伝えによると、

もと府内（大分市）の大友館にあったといい、のち

府内城に移されたが、城主日根野氏の断絶のおり城

受け取りに言った木下俊治（二代）が薦（こも）に

包んで死馬だといって持ち帰った。国の天然記念物。

日出駅のホームにソテツが並ぶのもこれにちなむ。

　江戸時代から著名で、帆足万里の序文による「蘇

鉄に文人が寄せた詩文集」が寺に秘蔵される。その

万里（1778 ～ 1852 年）は日出が生んだ大学者で、

豊後三賢の一人。儒学のほか経済、天文、物理、算

数、医学に通じ「窮理通」がよく知られる。教育の

ほか家老として藩政改革にもたずさわった。墓は寺

の近くにあり、県の史跡でもある。

　

■課題いっぱいの町政

　大神駅の開業は新しいが、日出町東部の大神地区

は古代の大神郷。ほとんどが農業地帯で、野菜やミ

カンの大規模産地である。海岸部ではクルマエビの

養殖や沿岸漁業も盛んである。駅前を走っているの

は国東半島に通ずる国道 213 号線。

　ところで、このように城下町をもつ一方で広い農

業地帯をかかえるかと思えば、ベッドタウン化する

地域をもつなど、日出町がかかえる問題は多い。そ

れに加えて、かつての水陸の要衝も新しい交通機関

の発達で様変わりし、悪くすれば単なる通過地とな

りかねない。兼業を含めればなお過半数を占める農

業の再生をはじめ、工業の導入、商業の振興、さら

に古くからの居住者と新しい転入者を包んだ文化の

育成など、町づくりは課題がいっぱいだ。



八坂川鉄橋を渡る車窓か
ら杵築市街地を望む

▲

杵築駅開業：明治 44
（1911）年 3月 22日
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ミカン栽培で飛躍⑰　杵築
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■消えた国東鉄道

　大分、別府から北上する国道は日出町の中心部で

分岐し、10 号線は宇佐、中津方面へ、213 号線は

杵築から国東半島へと向かう。日出まで国道と並行

してきた日豊本線は、ここから 213 号線とともに

いったん杵築方面へ進むが、途中で大きく左にカー

ブして再び 10 号線と一緒になる。

　その途中、八坂川のほとりにあるのが杵築駅。八

坂川の鉄橋を渡るとき東方に杵築市街地が見える

が、駅から市中心部までは約 4 キロの距離がある。

なぜ旧藩時代の城下町であり、半島への関門となる

町に鉄道が延びなかったのだろうか。おそらく線路

が大きくう回して、路程が長くなるからだろう。

　この間を連絡し、さらに国東と結ぶために大正

11(1922) 年、国鉄鉄道が開設され、杵築は乗り換え

駅となった。昭和 10(1935) 年には国東町まで全通、

大分交通によって運行されてきたが、戦後の自動車

の普及で次第に客が少なくなり、36(1961) 年の集

中豪雨によって決定的打撃を受けた。復旧されるこ

ともなく 38(1963) 年に安岐－国東間廃止、そして

41(1966) 年には残る杵築－安岐間も同じ運命をた

どった。おかげで杵築駅にも往年のにぎわいはない。

■場所は八坂村に

　面白いのは杵築の駅名のいわれである。杵築市内

にあるただ一つの国鉄駅だから杵築と称するのは何

の不思議も感じないが、それはいまだから言えるこ

とであって、駅が開業した当時、駅のある場所は杵

築でなく、八坂村だったのである。

　鉄道の建設が次第に南下してきたとき、当時の杵

築町と八坂村は同時に駅の誘致運動を始めた。互い

に「うちの町に」「いや、わが村へ」と激しく競り合い、



＜メモ＞
周囲にある名所旧跡等の
杵築駅からのおよその距
離

◇杵築城跡・武家屋敷な
ど城下町（4.5 キロ）
◇七双子古墳群（後期の
円墳。ほかに千光寺、大
台などの古墳群も点在。
2.5 キロ）
◇生桑寺（南北朝の大般
若経はじめ古文書があ
る。県文化財。1キロ）
◇願成就寺（赤松妙見と
して著名。日出町だが、
杵築駅から近い。2.5 キ
ロ）
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決着は見られそうになかった。そこで双方の中心とな

る人たちが話し合い、駅は八坂に設けるが名前は杵築

にするという、面白い妥協が成立したのだそうだ。

　その八坂村がほかの村とともに杵築町と合併、市

制を施行したのは昭和も30年になってからである。

駅もやっと名実ともに杵築になったわけ。そうした

事情もあるので、ここでは杵築中心街の話はあとの

「バス路線」の章にゆずって、駅付近のことを少し

紹介しよう。

　八坂というのは古い地名で、古代の郷名に見える。

いまの杵築市域のほとんどを占めるのが八坂郷だっ

た。その中心となるのが現在の八坂の地らしく、中

世の荘園名に八坂を冠する上荘、下荘、新荘が出て

くるが、いまも駅近くに本庄、新庄の地名がある。

当時はこのあたりが八坂川の河口デルタ地帯で肥沃

（ひよく）の地であり、海路の便もよかった。

　ただ、八坂川はたいへん多くの土砂を運ぶ川で、

蛇行も激しい。このため河口部の陸化が急速に進ん

だこと、さらに砂のたい積で船が八坂付近までさか

のぼれなくなったことなどで、江戸時代の城下町が

現在地につくられ、八坂は市街化から取り残された。

■領地入り乱れ争いも

　その江戸時代、八坂のあたりは杵築藩と日出藩の

境目となり、領地が入り乱れる。それに幕府領も割

り込んで、たいへん混乱。小さな村が両藩に分けら

れることはざらで、駅近くの生桑（いくわ）区にい

たっては三つに分けられた。無理な分割だったため

に、不都合も多かったようで、いろいろな出来事が

あった。例えば、溜め池や用水路をめぐる水利の問題、

あるいは山論などなどのごたごた。鎮守様をどうす

るかという争いも絶えず、ついには杵築・日出両藩

の正式な話し合いがもたれた。その結果、維持費は

６対４の割合で分担することになったが、拝殿だけ

は両藩民が別々に建てるという事件さえあった。

　物産は主として米だったが、寛文 2 年（1662 年）

に薩摩からイ草の苗が移入され、七島イ草の栽培と

七島表の製造が盛んになった。これは八坂だけでな

く杵築方面でも盛んで、杵築名物として知られた。

近年は杵築市全域の山間部でミカンの栽培が飛躍的

に伸びており、市が「柑橘興市」をスローガンにし

たほど。駅の少し東方に県果実連杵築工場が置かれ、

ジュースや缶詰をつくっている。



立石峠と国道 10 号線に
並行して走る日豊本線

▲

開業：明治 43（1910）
年 12月 15日(両駅とも）
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おいしい「山香米」⑱　中山香・立石
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■豊後の北の守り

　中山香駅、立石駅のある山香町は、かつては北に

立石、南に鹿鳴越の峠をもつ交通の要地であるととも

に、豊後国の北の “ 最前線 ” だった。戦国時代には街

道をにらんで山城も多かったようだ。例えば中山香駅

の近くには甲尾城、竜ケ鼻城、小松城。立石駅を見お

ろす山には立石城、烏帽子城があったといわれる。

　国境の抗争もたびたびあったが、なかでも最大の

ものは大友氏の戦史のなかでも有名な勢場ケ原の

合戦だろう。天文 3(1534) 年のことである。当時、

豊前国守護職を得ていた周防の大内氏は北九州に勢

力を伸ばし、豊築のいたるところで大友氏と対立し

た。その最後の決着をつける戦いがこれである。

　大内軍は 3000 余騎、大友軍は 2800 余騎。大友

方は立石峠からの進入を予想して同方面に守備隊を

出していたが、大内軍は裏をかいて間道をとって勢

場ケ原に姿をみせ、大村山にいた大友の本軍と激し

い戦いとなった。多勢に無勢で緒戦は大内が優位。

しかし、後半は峠から引き返した隊を加えて大友優

勢で幕。結局は痛み分けとなったが、大内氏の豊後

攻略はこれで失敗に終わった。

　山香は “ 山家 ” であるといわれるほど起伏に富ん

だところであるが、八坂川とその支流域には狭いな

がらも平野や盆地があり、江戸時代には溜め池の工

事も各地で行われ、日出藩の米倉とまでいわれるよ

うになった。この伝統を引き継ぎ、いまでも「山香

米」のおいしさには定評がある。

　一方、鹿鳴越連山の北の広大な高原地帯も早く

から注目され、江戸期から開拓が試みられていた

が、第二次大戦後に開拓者の入植が始まり、昭和

25(1950) 年以来、本格的な開発が進められた。



＜メモ＞
周囲にある名所旧跡等の
中山香・立石駅からのお
よその距離

◇小武寺（木造の薬師如
来立像と珍しい倶利迦羅
不動が県文化財。無住で
地元の人が管理。中山香
駅から 3キロ）
◇山浦の石風呂（泉福寺
跡にある国の重要民俗資
料。立石駅から4.5キロ）
◇立石楽（県無形民俗文
化財。立石天満社の５月
下旬の夏祭りに奉納され
ている。同 1キロ）　
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■古くは金山で繁栄

　もう一つ、古くから山香の産業として知られたの

が金山だった。寛永６(1629) 年に金鉱が発見され

た鶴成は日出藩の手で開発され、一時は坑夫 5000

人にのぼったといい、支藩立石領の馬上金山ととも

に大いに繁栄、江戸初期から中期にかけては大阪の

金相場に影響を及ぼしたという。

　明治に入ると 41(1908) 年に馬上金山が再開発され、

大正 11(1922) 年に閉山するまで一万貫の金を採掘し

ている。最盛期には社宅も 200 戸を越えていた。大正

４(1915) 年には金山から立石駅まで鉱石運搬のトロッ

コ馬車鉄道も敷かれた。現在でも中山香～立石間の車

窓から、金山の跡とわかる鉱滓（さい）の山が見える。

　このほか大正から昭和の初めにかけて珪藻士の工

場開設も相次いだ。現在ではかつての小松城の跡あ

たりにウエストン大分工場が立地し、58 年夏には

中山香駅近くに米国資本系のサール薬品の進出も決

まるなど、農業の町に新しい動きが出ている。

　

■新立石トンネル

　交通の要衝も大きく変化した。鹿鳴越の峠は国道

の赤松峠にとって代わられたし、立石峠の国道も数

度にわたる苦心の掘り下げによって、昔の急坂はな

くなった。加えて日豊本線の開通は交通近代化を著

しく早めている。

　鉄道の立石峠通過は大変な苦労だったようだ。こ

の峠があるばかりに、宇佐まで延びて来ていた鉄道

が豊後高田市経由を考えられたりしたわけだが、こ

れは昭和 30 年代 (1955 ～ 64 年）に入って再燃、

日豊本線輸送改善委員会（分鉄局）に豊後高田の人

たちがちがう回線新設の攻勢をかけている。

　なにしろ 1000 分の 25 という急こう配。開通

当時の機関車では四、五両の貨車しかひっぱれ

ず、下り列車は貨車の半分を置きざりにして大分ま

で行き、再び迎えに戻ったという話もある。昭和

22(1947) 年に柳ケ浦駅に機関区が置かれたのも、

立石峠に備えて貨物列車を半分に分けるためだっ

た。

　現在、ここも複線となった。新立石トンネルが在

来線と少し離れた場所に掘られている。在来トンネ

ルは 110 メートルほどだが、新トンネルは 3840

メートルで日豊本線で最も長い。
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